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hl -世代 iの入院日数(点数)， 
である。またvl，ql， W'， Xl はそれぞれ次のような性質を持つ。
f1t ニ v¥>O，0三五t<t
f1tニ V1t=0，t=t 
f1t =V1t <0， t<t 



















ここで a 診察費(初診料)， b =保険料率，






e1j -世代 iの状態 jでの治癒効率
世代 i二1...青壮年，
i =2……老人(あるいは慢性的患者や末期の患者)。
確率 :π1二 1/2，π2=1/2 
状態 j=1......よい e1二 e12=1 











B=2jπj21fl (e1jtl， e1jml， e1jol， e1jhl) DI (a， b， c， d) (3-2-6) 
25-
3-2-e 医師の所得
Y=k1((p-p)mi+a+ (q-r)ol+ (c-s)hl) XDI(a， b， c， d) (3-2-7) 
ここで、
p =薬価基準， p =薬剤の市場価格， q二検査・手術点数，




































Vt 二 λ/~j (n-je1j) Us 
q'm 士一 (p-p)UY/~j(πje1j)US
w iO ==λ 一 (q- r) /~j(πje i ;) Us 





ヱj(πje1j) に具体的な値を代入すると，壮年については ~j (πjeij) = 1であり，老人についてはヱj(πj
e1j) =3/4だから，条件 (4-1-1)から，条件 (4-1-4)はさらに以下のように変形される。
V't =λ/Us， v2t=4λ/3Us， 
q'm=一(p-p)UvlUs， q














条件 (4-1-5) と (3-2-9)Us>Oより











λ/(q-r) ~ Uy <=> w10言=0
となる。 w1o>0ならば，条件 (4-1-7)より 0<W10<W2。であり，均衡での検査量と手術量は，最適な
検査・手術量より過少となり，老人に対してはより一層過少となる。他方，w1o<0ならば，条件 (4
-1-7)より 0>w1owf2oだから，最適な検査・手術量より過大となり，老人に対してはより一層過大と















c>sであれば条件 (4-1-8)と (3-2-9)UB>O， Uy>Oより O>X'h>X2h' つまり，均衡入院日(点)数
は，最適な入院日数(点数)より多く，老人あるいは慢性病患者や末期患者に対してはきらに過大と
なる。








dt1 V't U BB (};jπjV1 (e1J) D1 a + };J7J: Jv2 (e2j) D2 a) 
da V1ttUB +V1tUBB};J (7J: je1j) (V'tDl) 
dt2 V2tU間 (};jπjV1(e1;lD1a十三jπjV2(e2j) D2a) 




2 (ej)D2a ) 
da V\tUB+V\UBB~j( 7l' je1j) (v九D1)
dt2 (4/3)v¥UB (ヱj7rjV1(e;) D1a+~jπjV 2 (e) D2a) 
da V2ttUB+ (4/3)V1tUBB~j (7rJeち) ((4/3)v¥D2) 
すると，壮年については ~j(πje 1 j) = 1であり，老人についてはヱj(7r je2j) = 3/4だから，
dt1 V1tUBB (~j 7l' jV1 (e1j) D1a十三j7l'jV2 (e2j) D2a) 
da VlttUB+V¥UBB (v九Dl)
de (4/3)V1tUB (~j 7l' jV
1 (e1;l D1a +~jπjV 2 (e2;l D2a) 
da V2ttUB+ (4/3)V1tUBB (3/4) (4/3)V1tD2 
が得られる。きらに変形すると，





1 (e¥) D1a +~jπjv 2 (e2j)D2a) 


















































































































dt1 UBB (~j 7l' jV1 (e1j) D1 a + ~j 7l' jV2 (e2j) D2a) 




(dF/da) > (dt'/da)という関係を導きうる。すると， (4-2-1)，患者の便益関数の性質 (3-2-3)V1t <0， 
医療需要関数の性質 (3-2-4)D'a <0，医師の効用関数の性質 (3-2-9)および (3-2-10)，すなわち UB>





dt' v'tUBB (~jπjv'(e'JD'p+~jπj v
2 (e2J D2 p) 
da V'ttUB+V'tUBB~j(πje'j) (v九D')
de v2tUBB(~jπjV ' (e'j) D'p十三j7!jV2 (e2j) D2p) 





(p-p) UBUyy (Yada + Ymdm) -UyUBB (Bada十Bmdm)
fimmdql= 
UB2 
ここで， fimm =qimm <0 (3-2-3)より
Uyy<o， UBB<O (3-2-9)と(3-2-10)
Y1a 二 Di十aDia= ? 
y1m = (p_p)Di>O (薬価にマージンがあるばあい)
Ba =~jπjql (e1j) D' a + ~j 7! jq2 (e
2j) D2 a < 0 (3-2-4) 
B'm =~jπjq1m (e1j) D' <0 かっ B'm= (3/4) B2m (4-3-1)より
したカfって，
-31 
dm1 (p-p) (UsUYYYa-UyUssBa) 
da flmmUs2+ (p-p) (UsUyy Ym-UyUssBlm 
dm2 4 (p-p) (UsUYYYa-UyUssBa) 
da 3 . f2mmUs2+ (p-p) (UsUyy Yrn-UyUSS (3/4) B1rn) 






1JsUydp十 (p_p){Uyy (Y pdp+ Y rndm) } -UyUSS (Bpdp+ Brndm) 
US2 
ここで， fJmrn二 qimrn<0 (3-2-3)より
Uyy<O， Uss<O (3-2-9)と(3-2-10)
Y'pニヱJm'DJ>O
yim = (p-p)DJ>O (薬価にマージンがあるばあい)
Bp ヱj7!jql (e1;) Dlp 十三jπd(e2;) D2 p = 0 (3-2-4) 
Bimニヱj7!jqJm(e1j)D'<0 かっB1m= (3/4) B2rn (4-3-1)より
したが「って，
dm1 _ (p-p) UsUyy Yp + UsUy 
dp flmrnUs2+ (p-p) (UsUyy Ym -UyUssBlrn 
dm2 4 (p-p) UsUyy Yp + UsUy 


















































dt1λ dt1 -λ 
一一一一=一一一一一<0.一一一一=一一--ー>00
dπ2 f¥tUB de1J f¥tUB 
dt2 λ dt2 ー λ
一一一一二一一一ーー<0，一一一一=一一一一一>00

























診察費 料率 入院費 給付 薬価 検査点数 検査費用 入院費用
三ロ人ラ S牙3す + 十 + 。 。 。 。
投薬 + ワ + + 
検査 。 ワ ヲ ワ ? (+) ? (-) + 
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